
日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

二

年

十

月

一、

概

況

二
、
産

四

、

食

粗

五
、
貿

七
、
金

融

八

、

通

十
、
事
業
界
の
金
詰
り
と
そ
の
原
悶

一ニ
、
電
力

・
輸
送

六、

財

政

九
、
物

価

貨巌J 業

て

概

況

国
会
の
会
則
は
凶
度
延
長
せ
ら
れ
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
政
府
政
党
何
れ
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

論
争
に
時
在
世
し
経
済
同
挫
の
為
め
の
貨
毘
な
時
聞
を
浪
鈍
し
つ
L
あ
る
。

此
の
間
石
炭
の
生

産
は
ま
が
り
な
り
に
も
増
加
の
一
路
を
辿
り
た
る
も
電
力
部
給
の
温
迫
は
愈
々
甚
だ
し
く
生
・
阪

は
逆
に
減
退
を
来
し
た
る
に
対
し
、
通
貨
の
増
発
は
百
億
円
を
超
え
、

イ

γ
フ
レ
l
ジ
ョ
ン
は

愈
々
悪
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

生
計
貨
は
遅
配
の
減
少
に
も
拘
ら
ず
、
新
米
の
消
山
以
者
価

格
の
大
柄
引
上
、
電
力
の
消
山
氏
規
整
等
に
よ
り
引
続
き
増
大
し
、
各
地
に
深
刻
な
る
労
働
争
議

が
続
出
し
つ
L
あ
り
、
こ
の
ま
L
推
移
す
る
な
ら
ば
賃
銀
の
腸
貨
を
契
機
と
し
て
新
々
物
価
林

系
の
維
持
は
先
づ
不
可
能
で
あ
る
う
。
か
く
て
官
業
を
も
含
め
た
企
業
経
営
の
合
班
化
は
我
凶

経
済
の
将
来
な
決
す
る
最
大
の
融
.
地
と
し
て
制
野
の
協
力
に
よ
り
万
離
を
排
し
て
央
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
経
済
の
加
棋
を
防
止
す
る
為
め
に
は
之
に
加
う
る
に
迎
合
図
特
に
米
聞
の

好
な
に
よ
り
回
収
刷
復
興
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
が
早
急
に
導
入
せ
ら
る
L
と
と
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ

る。

終
戦
後
に
於
け
る
生
産
活
動
指
数

(
附
和
十
年

l
十
二
年
平
均
一

O
O、
加
重
算
術
平
均
)

一
二

十
年
一

l
一
二
十

一
年
一

一
八

月

一

十

二
}

一一一
一

月

一

六

司

工

業

綜

合

指

数

一

引

ゴ

引

判

計

川

「

}ニ!

月
一
九

二
千
七
一

2111 

四
七

二

、

産

業

十
一
月
中
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
は
二
百
四
十
七
万
七
千
ト
ン
と
前
月
に
比
し
六
万
ト
ン
の

増
加
を
示
し
た
が
、
目
標
二
百
七
十
五
万
ト
ン
に
対
し
て
は
二
十
七
万
三
千
ト
ン
の
不
足
を
来

し
た
。
此
の
如
く
ま
が
り
な
り
に
も
出
炭
が
逓
増
し
つ
L
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

U
M
棋
に
比
し
相

当
の
不
足
を
来
し
た
理
由
は
、
屡
々
指
摘
し
た
る
如
く
必
要
資
材
の
投
入
が
な
お
不
充
分
な
る

と
と
も
さ
る
と
と
午
ら
、
労
務
者
の
勤
労
な
慾
が
依
然
低
制
な
る
点
に
存
す
る
。
誌
に
於
て
政

府
は
迎
合
軍
司
令
部
当
局
の
協
力
の
下
に
二
十
二
円
よ
り
向
う
二
カ
月
間
に
一円一り
北
海
道
九
州

両
地
区
に
対
し
石
炭
桝
産
特
別
調
査
聞
を
派
過
し
、
出
炭
院
路
の
究
明
並
に
増
産
を
督
励
す
る

事
と
な
っ
た
が
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
は
捗
ろ
来
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
鉄
鋼

部
門
に
対
す
る
配
炭
は
割
当
十
八
万
八
千
ト
ン
に
対
し
実
績
十
七
万
四
千
ト
ン
と
前
月
の
実
績

に
比
し

一
万
五
千
ト
ン
の
減
少
を
見
た
上
に
電
力
の
消
費
規
投
が
強
く
響
き
、
鋼
材
目
標
五
万

四
千
ト
ン
に
対
し
尖
蹴
四
万
三
千
ト
ン
と
前
月
よ
り
更
に
四
千
ト
ン
の
減
肢
を
来
し
た
。
但
し

市
力
と
余
り
関
係
の
な
い
銑
鉄
は
白
糠
二
万
六
千
ト
ン
に
対
し
実
績
二
万
六
千
五
百
ト
ン
と
僅

か
乍
ら
目
献
を
上
姐
っ
た
。

其
他
の
虫
袈
工
業
生
産
状
況
に
付
見
る
に
、
悩
力
の
消
掛
川
規
肢
と
輸
送
の
不
円
滑
を
反
映

し、

殆
ん
ど
軒
並
み
に
不
成
績
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
化
常
肥
料
の
牛
f
M
胞
は
過
燐
酸
石
灰
が
目

棋
七
万
一
千
ト
ン
に
対
し
災
蹴
七
万
三
千
ト
ン
と
利
々
好
成
松
を
示
し
た
外
は
、
硫
安
目
標
六

万
八
千
ト
ン
に
対
し
実
績
五
万
一
一
一
千
ト
ン
、
石
灰
窒
素
目
標
二
万

一
千
ト
ン
に
対
し
実
組

一
万

三
千
ト
ン
と
防
相
し
い
減
産
で
あ
っ
た
。
輸
出
品
の
大
宗
た
る
綿
糸
は
月
中
米
柿
六
万
六
千
依
、

印
棉
十
二
万
二
千
侠
の
輸
入
を
見
た
為
め
主
力
月
に
一日
一り
継
続
さ
れ
た
雌
知
は
全
市
的
に
解
除

さ
れ
た
が
、
電
力
不
足
の
附
係
で
実
際
k
搬
楽
部
は
軒
し
く
制
約
さ
れ
、
そ
の
結
県
月
中
生
産

出
は
一
千
九
百
万
ポ
ン
ド
と
前
月
に
比
し
反
っ
て
二
百
万
ポ
ン
ド
の
減
少
を
来
し
た
ρ

放
に
生

糸
の
生
雌
は
九
千
百
依
と
前
月
に
比
し
九
百
侠
の
減
少
を
示
し
た
が
、
之
は
石
炭
の
配
当
が
前

月
に
比
し
相
当
減
少
し
た
為
め
で
あ
る
。

(
国
民
経
済
研
究
協
会
前
)

出
刊
l

川
司
叶
川
一

三一

了
四一

一一
二
三
一
二
八
圭
一
一

o 
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一

消

費

財

平

均

指

数

一

一
生

産

財

平

均

指

数

一

二五

三 四

一
一
一
四
一

一
七
・
六
一

一-八
・四一

二
四
・九
一

二
0
・七一

一
六
・七
一

丸
・
四
一

石
炭
生
産
高
誼
鉄
鋼
向
配
当
量

二
七
・
四
一

二
二
・丸一

二
七
・三
一

二
七
・O
一

二一
一一・7
1
一

二
六
・九一

二
六
・
O
一

二
七・七一

二
五
・問
一

二
七
二二
一

二
九
・
O
一

一一

一
-O
一

二
九
・
五
一

二
六
・
凹
一

(
単
位

千
臨
)

一

白
守
司

d

，、
-

d

d

d

百
三

一

司
A
q
，

ι

u

ι

ι
ん

-~π
佐

一
鉄

鋼

・
向

配

当

佐
川
恒
い
卜
w
F仁
川
ピ
川
両
国
巴
は
日
ぽ
川
日

巳
川

巴い
川

巴
H

同
一h

川
一

高
一
て
七
九
四
一
二、

O
二
七
一
二、

一
九
四
一
二
、

O
一三

一一
二、

O
九
O
一
二
、
一
一
一

一
二、

一
二
八
一
二
、
ニ
ニ

O
一
ご、

O
八
六
一

二
、
二
九
ご
一
二
、
四
二
一
一
一
二
、
四
七
七
一

量
一
ご
二
・
九
一
一
O
六
・二
一

八
七
・七
一
一

二
一
一・一}一一

八
0
・
二

一
八
0
・四
一
一
八
二
・
二
二

O
七
。
八
一
一
七
八
・九一

一
六
六
・
二
一
一
八
四
・
二
一
一
七
四
・四
一

年

月

鉄

鋼

生

産

高

三
十
二
年
.
二
十
=
年
度
一

一

一

コ
ゴ
一
第
一

・
四
主
第
二

・
四

2
二
十
ご
年
一
二
十
二
年
一
二
十
二
年

F
一
期
(
四
月

l
一期
〈
七
月
l
一

九

月

一

十

月

一

十

一

月

一
六
月
〉
一
九
月
〉

一

一

一

普
通
鋼
々
材
一
一
一
七
、
さ
一
一
一
男
、
七
人
。
一

史
、
吉
一三

豆、

E
A

銑

鉄

一

六

Q
ニ実
一
克
、
山一主
一

ニ=一、人九
三

二
一、九九五一 〈

単
位

魁

年

四
三
、
-一λ
盟

二六、五()七

=一
、
電
力
・
輸
送

月
中
出
水
量
は
過
去
五
ヶ
年
平
均
に
比
し
て
七
十
六
銘
と
前
月
に
比
し
更
に
低
下
を
示
し
た

る
の
み
な
ら
ず
火
力
発
電
用
の
配
炭
も
割
当
二
十
一

万
七
千
ト
ン
に
対
し
実
績
十
五
万
五
千
ト

ン
に
過
ぎ
ざ
り
し
為
め
、
発
電
量
は

一
段
と
減
退
し
、
九
州
、
関
東
、
関
西
、
中
部
と
殆
ん
ど

全
土
に
亘
り
最
高
度
の
消
費
規
整
が
連
日
実
施
さ
れ
た
。
此
の
結
果
鉄
鋼
、
肥
料
、
紡
績
等
重

点
産
業
を
始
め

一
般
産
業
家
底
品
包
括
に
対
し
、
深
刻
な
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
之
は
従
来
余

り
に
も
石
炭
偏
重
の
傾
斜
生
産
方
式
が
強
行
さ
れ
、
動
力
源
と
し
て
の
水
力
電
気
の
重
要
性
が

閑
却
さ
れ
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
此
の
欠
陥
を
除
去
す
る
為
め
に
は
多
量
の
セ
メ
ン
ト
と
鋼

材
を
水
力
発
電
設
備
の
補
修
開
発
に
握
り
向
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
此
の
点
に
付
て
は
現
在
此

等
資
材
の
相
当
量
を
消
費
し
て
い
る
進
駐
軍
当
局
の
理
解
あ
る
援
助
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
な
お

我
国
経
済
再
建
の
計
画
を
樹
立
す
る
場
合
資
訴
の
合
理
的
配
分
の
見
地
よ
り
単
に
石
炭
の
み
な

ら
ず
之
と
相
並
ん
で
或
は
之
以
上
に
水
力
電
気
に
重
点
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

国
鉄
に
よ
る
貨
物
輸
送
実
績
は
目
標

一
千
三
十
五
万
ト
ン
に
対
し
九
百
四
十
八
万
ト
ン
と
前

月
に
比
し
四
十
万
ト
ン
近
い
減
少
を
示
し
た
。
そ
の
理
由
は
国
鉄
に
対
す
る
配
炭
が
実
績
四
十

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

ご

十

二

年

十

月

九
万
四
千
ト
ン
と
前
月
の
'
笑
績
に
比
し
五
万
ト
ン
の
減
少
を
見
た
と
と
、
東
日
本
方
面
の
輸
送

力
が
天
候
不
良
に
加
え
従
業
員
の
地
域
的
怠
業
頻
発
に
よ
り
著
し
く
減
退
せ
る
こ
と
等
に
求
め

ら
れ
る
。

海
上
輸
送
は
目
椋
八
十
λ
万
三
千
ト
ン
に
対
し
実
績
九
十
五
万
九
千
ト
ン
と
相
当
の
好
成
績

で
あ
っ
た
が
、
此
の
程
度
の
実
績
で
は
未
だ
重
要
物
資
の
海
送
転
移
を
充
分
実
現
し
符
な
い
。

全
国
平
均
出
水
率

ヘ過
去
十
ヶ
年
平
均
H

一
O
O但
二
十
二
年
十
J

f

一
月
は
過
去
五
ヶ
年
平
均
に
対
す
る
も
の
¥

(
日
本
発
送
電
株
式
会
社
調
)

胃

件

一

一

巳

十

一

也

仁

匡

一

何

百

比

七

己

λ
己

ι己
十

ι十一
月

一

一件

一

C4
2
一
三
一
一
O

ニ

一8
一

三

一

7
7
4
i
i

糧

四
、
食
米
の
供
出
は
月
中
五
百
六
万
二
千
石
、
月
末
累
計
は
一
千
十
九
万
七
千
石
と
目
標
額
に
対
し

三
十
三
鬼
に
逮
し
前
年
同
期
の
二
十
九
銘
に
比
し
相
当
順
調
な
経
過
を
示
し
た
。
之
は
連
合
軍

司
令
部
当
局
の
意
向
を
受
け
政
府
が
供
出
の
重
要
性
な
農
民
に
知
悉
せ
し
め
た
結
果
で
あ
る

が
、
引
続
き
渋
滞
な
く
供
出
を
継
続
せ
し
め
る
為
め
に
は
、
農
家
の
要
望
す
る
肥
料
、
臨
機

具
、
作
業
衣
等
の
配
給
を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
肥
料
の
配
給
は
計
画
混
乱
の
為
め

甚
し
く
遅
延
し
、
肥
料
配
給
公
聞
は
大
量
の
肥
料
を
か
L
え
て
換
価
し
得
ず
三
十
億
円
に
上
る

資
金
が
閤
定
す
る
に
至
っ
た
事
実
が
あ
り
、
之
は
単
に
資
金
の
効
率
的
運
用
を
阻
害
す
る
の
み

な
ら
ず
農
民
の
供
米
増
産
意
慾
を
減
殺
す
る
結
果
と
な
る
か
ら
、
今
後
は
か
L
る
事
態
の
発
生

四
-(:j 



せ
ざ
る
様
充
分
戒
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
々
月
既
に
目
標
を
突
破
せ
る
麦
の
供
出
は
月

中
更
に
五
万
七
千
石
を
加
え
月
末
五
百
三
十
九
万
三
千
石
に
上
り
目
標
白
銅
に
対
す
る
比
率
は
百

七
%
に
達
し
た
。
但
し
甘
藷
の
供
出
は
月
末
迄
の
累
計
二
億
七
千
八
百
万
貫
と
目
標
に
対
し
漸

く
四
十
八
%
に
過
ぎ
ず
そ
の
目
標
完
遂
は
い
さ
L

か
困
難
と
み
ら
れ
て
い
る
。

此
の
如
く
供
出
は
甘
藷
を
除
き
比
較
的
順
調
で
そ
の
相
当
部
分
が
配
給
ル
l
ト
に
乗
り
始
め

た
為
め
、
当
月
の
配
給
は
久
し
振
り
に
国
内
食
粧
の
み
を
以
て
賄
わ
れ
た
。
然
し
新
米
穀
年
度

を
迎
え
過
去
に
累
積
せ
る
遅
配
を
埋
め
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
故
前
月
末
を
以
て
そ
の
ま
L
打

切
ら
れ
た
が
、
月
中
の
み
を
み
て
も
輸
送
の
不
円
滑
電
力
不
足
に
よ
る
脱
穀
遅
延
の
為
め
、
北

海
道
、
青
森
、
岩
手
等
の
一
部
に
早
く
も
僅
か
ヤ
ら
遅
配
を
生
ず
る
に
至
っ
て
い
る
。

食

糧

供

出

量

ヘ
括
弧
内
数
字
は
供
出
目
標
三
千
五
十
J

F

五
万
石
に
対
す
る
遂
行
率
を
示
す

」

日

本

銀

行

特

別

経

清

月

報

米

月

中

供

出

荷

一

月
末
供
出
累
計
高
一

(
O
八
%
〉
一

年

月

二
十
二
年
九
月

麦

ヘ
指
狐
内
数
字
は
供
出
目
標
五
百
一一万
/

/石
に
対
す
る
遂
行
本
を
示
す

、

月月

議中
出 {j~
累山

lZL 
iSMl号
!2J211 

i¥. 
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単
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千
石
)

四
、
八
八
二
一
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一
三
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(
一
六
・O
%
〉
一

十

日川

玉
、
O
六
二

一
O、
一
九
七

(三一
一一・
四
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)

月

(
単
位

千
石
)

r..... Ir. 

富山孟吾|月
L./'/OJ!J唱 ニエ l

つ|十
宗主主 | 

5m雲圭|月

つ|十
Cコ3.;: I _ 
-，，"、 i
.s I El 
d%室毛 1rJ 

輸
入
は
食
粧
七
艦
八
千
八
百
万
円
、
石
油
類
五
億
一
千
八
百
万
円
、
肥
料
三
倍
九
千
八
百
万

円
、
棉
花
八
億
六
千
五
百
万
円
、
機
械
鉱
産
物

一
億

一
千
八
百
万
円
等
、
計
二
十
七
億
五
百
万

円
な
る
に
対
し
、
輸
出
は
繊
維
製
品
十
三
億
五
千
六
百
万
円
、
化
学
製
品
農
水
産
品
二
億
六
千

七
百
万
円
、
石
炭
一
他
三
百
万
円
、
雑
貨
ご
億
四
千
九
百
万
円
等
計
二
十
億
七
千
六
百
万
円
に

四
七
四

て
、
差
引
六
億
二
千
九
百
万
円
の
入
超
を
示
し
た
。

入
超
徹
が
最
近
平
な
く
僅
少
に
止
っ
た
の

は
食
糧
の
輸
入
が
前
月
に
比
し
相
当
減
少
し
た
る
に
対
し
、
繊
維
製
品
の
輸
出
が
終
戦
以
来
の

最
高
記
録
を
示
し
た
為
め
で
あ
る
。

相
手
国
別
に
貿
易
の
内
訳
を
見
る
と
、
輸
入
に
於
て
は
米
国
が
総
額
の
七
十
七
銘
と
相
変
ら

ず
第
一
位
を
占
め
、
次
い
で
印
刷
輸
入
の
関
係
で
印
度
が
十
四
%
と
第
二
位
で
あ
る
が
、
輸
出

に
於
て
は
繊
維
製
品
輸
出
を
反
映
し
て
簡
印
三
十
一
%
と
第
一
位
印
度
二
十
%
と
第
二
位
で
、

米
国
は
十
四
%
に
過
夕
、
な
い
。

対
日
民
間
貿
易
の
月
中
契
約
成
立
突
績
は
二
百
五
十
六
件
百
四
十
五
万
六
千
ド
ル
と
前
月
に

比
し
件
数
は
若
干
増
加
し
た
が
、
金
額
に
於
て
は
反
っ
て
減
少
を
示
し
た
。
増
加
し
た
取
引
品

目
は
機
械
金
属
関
係
化
学
農
水
産
品
関
係
で
あ
る
が
、
民
間
貿
易
を
不
円
滑
な
ら
し
め
て
い
る

諸
陣
容
が
未
だ
除
去
さ
れ
て
い
な
い
上
に
ス
ト
ッ
ク
口
聞
が
漸
次
減
少
し
て
来
た
為
め
、
総
体
と

し
て
見
れ
ば
今
後
大
な
る
発
底
を
望
み
得
な
い
状
態
に
あ
る
。

十
一
月
十
五
日
聯
合
軍
総
司
令
部
よ
り
ポ
ン
ド
地
区
と
我
国
と
の
問
の
民
間
貿
易
を
円
消
な

ら
し
め
る
為
め
英
国
と
の
聞
に
暫
定
的
通
貨
取
桓
め
が
成
立
せ
る
旨
発
表
せ
ら
れ
た
が
、
右
に
よ

れ
ば
我
商
品
の
ポ
ン
ド
地
区
輸
出
に
よ
り
発
生
せ
る
ポ
ン
ド
残
高
は
ポ
ン
ド
地
区
よ
り
の
輸
入

代
金
決
済
に
充
当
し
て
な
お
余
剰
を
生
ず
る
場
合
六
ヶ
月
後
に
ド
ル
に
転
換
さ
れ
る
事
と
な
っ

た
。
木
措
置
の
実
施
に
よ
り
我
国
貿
易
の
進
鹿
に
対
し
致
命
的
な
陣
寄
と
な
っ
て
い
る
ド
ル
資

金
の
不
足
が
若
干
緩
和
さ
れ
る
事
は
組
め
て
苔
ば
し
い
が
、
何
分
木
惜
世
適
用
範
囲
は
民
間
貿

易
に
限
ら
れ
、
適
川
地
区
も
蹴
〈
木
固
と
そ
の
紘
民
地
、
委
任
地
域
及
保
諮
領
の
外
は
法
洲
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
之
に
よ
り
問
題
は
全
面
的
に
解
決
さ
れ
た
訳
で
は

h

、、。

φ
A
L
 
次
に
貿
易
資
金
の
動
向
を
見
る
に
、
収
入
は
輸
入
品
の
払
下
代
金
=
一
十
億
三
千
百
万
円
貿
易

公
団
よ
り
の
貸
付
金
回
収
十
七
億
六
千
万
円
(
内
借
換
十
六
億
=
一
千
万
円
)
等
計
四
十
七
億
九
千

二
百
万
円
に
対
し
、
支
出
は
輸
出
品
質
上
代
金
並
に
輸
出
荷
掛
二
億
六
千
三
百
万
円
貿
易
公
聞

に
対
す
る
貸
付
金
四
十
二
億
八
千
万
円
(
内
新
規
貸
付
二
十
六
億
四
千
九
百
万
円
)
輸
入
諸
掛
一

億
六
千
二
百
万
円
等
計
四
十
七
億
二
千
百
万
円
と
差
引
七
千
百
万
円
の
収
入
超
過
を
示
し
た
。

木
年
度
五
月
以
降
立
山
超
過
を
統
け
て
き
た
貿
易
資
金
と
し
て
は
珍
ら
し
い
現
象
で
あ
る
が
、

之
は
主
と
し
て
輸
入
食
糧
代
金
の
大
草
受
入
が
あ
っ
た
閃
係
で
あ
る
。
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四

六
、

財

政

財
政
の
対
民
間
収
文
は
収
入
二
百
八
十
七
儲
円
支
出
三
百
六
十
九
億
円
差
引
八
十
二
億
円
の

支
出
超
過
を
示
し
た
。
但
し
此
の
金
額
中
に
は
郵
便
貯
金
収
支
等
を
含
む
預
金
部
関
係
資
金
の

収
入
超
過
一
一
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
故
、
之
を
考
臆
す
れ
ば
予
算
に
対
応
す
る
財
政
の
対
民
間

支
払
超
過
は
八
十
三
億
円
に
達
す
る
。
尚
復
興
四
分
利
国
庫
証
券
七
億
円
が
民
間
公
募
と
な
っ

て
い
る
故
財
政
赤
字
は
之
を
加
算
し
た
九
十
億
円
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
出
中
の
主
要
項
目
は
地
方
分
与
税
分
与
金
三
十
三
億
円
で
、
前
月
に
比
し
名
七
億
円
三
十

三
億
円
の
期
加
を
示
し
て
い
る
。
食
粗
管
理
特
別
会
計
の
支
出
超
過
は
月
初
主
食
の
消
費
者
側
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四
七
五

格
引
上
と
予
算
不
足
に
骨
格
く
前
渡
金
の
一
部
級
延
べ
が
行
わ
れ
た
為
め
二
十
億
円
と
前
月
に
比

し
七
億
円
を
減
少
し
、
又
前
述
の
如
く
貿
易
資
金
の
支
出
超
過
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
特
記
に

価
す
る
が
、
鉄
道
通
信
の
両
特
別
会
計
が
各
十
六
億
円
四
億
円
と
前
月
と
大
差
な
き
支
払
組
過

を
示
し
て
い
る
こ
と
は
替
戒
を
要
す
る
。

一
方
収
入
に
於
て
租
税
は
六
十
三
億
円
と
前
月
に
比
し
十
三
億
円
を
増
加
し
た
が
、
大
蔵
省

の
収
入
見
込
額
百
七
十
四
億
円
に
対
し
て
は
三
十
六
%
に
過
ぎ
ず
歳
入
の
歳
出
に
対
す
る
時
期

的
遅
れ
を
如
実
に
現
出
し
て
い
る
。
此
の
如
き
事
態
を
惹
起
し
た
の
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下

に
於
て
我
国
民
に
不
慣
れ
な
中
特
納
税
制
・
脱
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
と
並
に
徴
税
機
桝
が
縮
め

一一六

';L 
六

、=一穴
九一

、.話回一

H

月

八



日

本

銀

行

特

別

荘

済

月

報

て
弱
体
な
こ
と
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
此
の
点
早
急
危
改
革
を
行
う
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。

ヘ回
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概
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七
、
金

融

財
政
赤
字
九
十
位
問
中
七
億
円
は
融
資
規
制
強
化
の
結
果
生
じ
た
市
中
金
融
機
関
の
余
裕
資

金
に
よ
り
復
興
四
分
利
回
昨
証
券
引
受
の
形
を
以
て
補
填
せ
ら
れ
た
が
、
残
額
は
例
月
通
り
大

蔵
省
証
券
の
発
行
超
過
四
十
他
円
〈
発
行
制
七
十
五
億
円
償
逝
額
三
十
五
億
円
)
食
糊
証
券
の
先

行
超
過
四
十
八
億
円
〈
発
行
額
百
十
一
億
円
償
還
額
六
十
三
億
円
)
等
に
よ
っ
て
制
連
せ
ら
れ

た
。
右
大
賊
省
証
券
の
引
受
先
、
償
迎
先
並
に
食
粗
証
券
の
引
受
先
は
何
れ
も
全
制
日
木
銀
行

で
あ
る
が
、
食
抑
制
証
券
の
償
避
先
は
日
本
銀
行
三
十
一
億
六
千
万
円
の
外
は
預
金
部
二
十
四
億

円
、
市
中
七
億
五
千
万
円
で
あ
っ
た
。

後
に
詳
述
す
る
如
く
プ
般
産
業
の
金
詰
り
は
愈
々
著
し
く
之
に
窮
乏
化
せ
る
地
方
財
政
赤
字

補
填
資
金
の
需
要
も
加
わ
り
、
全
国
銀
行
新
勘
定
貸
出
噌
加
傾
は
八
十
八
億
九
千
万
円
と
前
月

の
増
加
制
七
十
五
億
三
千
万
円
に
比
し
十
三
億
七
千
万
円
の
増
加
を
示
し
た
。
特
に
λ
大
銀
行

の
み
に
付
て
み
れ
ば
そ
の
新
勘
定
貸
出
期
加
制
は
四
十
七
他
九
千
万
円
と
前
月
の
四
十
億
三
千

万
円
に
比
し
一
一
割
方
の
地
加
振
り
で
あ
る
。
然
し
後
述
の
如
く
白
山
間
金
の
哨
勢
は
比
較
的
順

訓
た
り
し
為
め
、
日
本
銀
行
の
貸
出
揃
加
は
、
供
米
の
前
波
金
よ
り
も
支
払
代
金
の
多
制
勺
あ
っ

た
農
林
中
央
金
陣
に
対
す
る
分
十
二
位
六
千
万
円
を
除
け
ば
、
僅
か
一
億
九
千
万
円
に
止
ま
つ

四
七
六

Tこ
設
興
金
融
金
庫
の
貸
出
は
月
中
四
十
二
億
一

千
万
円
と
前
月
の
増
加
額
四
十
八
億
四
千
万
円

に
比
し
六
億
三
千
万
円
を
減
少
し
た
。
右
貸
出
増
加
額
の
四
一
%
は
鉱
業
に
対
す
る
設
備
資
金

で
あ
り
、
又
四
四
%
は
各
施
公
聞
に
対
す
る
運
転
資
金
で
、
従
来
の
赤
字
融
資

一
点
-
強
り
に
比
す

れ
ば
若
干
融
資
は
健
全
化
し
て
き
た
と
認
め
ら
れ
る
が
、
同
金
時
融
資
の
回
収
は

一
向
進
捗
せ
ず

誠
期
の
到
来
せ
る
手
形
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
事
例
も
二
三
に
止
ま
ら
な
い
の
は
都
め

て
遺
憾
で
あ
る
。
加
之
右
貸
付
資
金
を
賄
う
為
め
発
行
さ
れ
た
四
十
五
億
円
に
上
る
復
興
金
融

債
券
の
八
五
%
に
当
る
三
十
八
億
五
千
万
円
は
日
本
銀
行
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
、
市
中
に
於
て

消
化
さ
れ
た
分
は

一
四
%
六
佑
五
千
万
円
に
過
ぎ
ず
、
依
然
復
興
融
資
に
よ
り
イ
ン

フ
レ

ー
シ

ョ
ン
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
改
普
さ
れ
て
い
な
い
。
此
の
欠
陥
を
是
正
す
る
為
め
前
々

月
来
強
力
に
勧
奨
さ
れ
て
い
る
複
興
金
融
金
庫
保
証
に
係
る
市
中
合
融
機
関
の
融
資
は
月
中
一
一
一

億
一
千
万
円
を
期
加
せ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
此
の
外
近
き
将
来
保
証
手
続
終
了
を
み
る
と
予

知山せ
ら
れ
る
分
は
約
十
億
円
見
当
に
述
す
る
。

第

一
封
鎖
預
金
は
甲
の
二
産
業
に
対
す
る
貸
出
が
十
五
日
よ
り
自
由
支
払
に
改
め
ら
れ
た
に

も
拘
ら
ず
、
政
府
の
封
鎖
支
払
が
米
だ
励
行
さ
れ
て
い
る
為
め
之
に
基
〈
増
加
出
が
事
業
設
賃

銀
支
払
の
為
め
の
引
出
を
相
殺
し
、
企
国
銀
行
第
一
封
鎖
預
金
の
減
少
・
仙
は
十
九
億
円
に
止
ま

っ
た
。一
方
自
由
預
金
は
財
政
の
対
民
間
支
払
超
過
と
一
般
市
中
金
融
機
関
蛇
に
復
興
金
融
金
昨
の

貸
出
増
加
が
巨
制
に
述
し
た
る
為
め
相
当
の
仲
張
拡
り
を
示
し
、
全
悶
制
行
の
一
般
白
山
制
金

期
加
紙
は
百
二
十
総
円
と
前
月
の
哨
加
・
矧
六
十
五
億
九
千
万
円
に
比
し
倍
加
の
鈎
を
示
し
た
。

又
八
大
銀
行
の
み
に
付
て
み
れ
ば
、
そ
の
一
一
般
自
由
預
金
哨
・加
制
は
六
十
三
位
五
千
万
円
と
前

月
の
増
加
制
二
十
八
億
一
千
万
円
に
比
し
許
し
い
増
加
を
来
た
し
た
が
、
そ
の
迎
山
は
前
月
の

増
加
額
が
九
月
末
に
於
け
る
粉
飾
の
影
響
を
受
け
尖
限
よ
り
も
溢
か
に
少
な
か
っ
た
為
め
に
過
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金
利
協
定
・
防
裂
後
の
貸
山
金
利
の
動
向
を
見
る
に
、
銀
行
方
而
の
自
粛
的
態
度
に
よ
り
急
激

な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
漸
次
昂
臓
の
気
配
は
充
分
見
受
け
ら
れ
、
地
方
に
於
て
は
ベ
ー

ス
は
日
歩
二
銭
一一
一
屈
に
接
近
し
て
い
る
。
東
京
、
大
阪
特
大
都
市
に
於
て
は
大
口
貸
出
の
金
制

が
相
対
的
に
低
い
為
め
平
均
は
日
歩
二
銭
二
厘
見
当
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
之
も
同
十
晩
日
歩
二
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二
十
二
年
四
月

高高

入
、
過
日
水
銀
行
券
の
月
中
増
発
高
は
宵
四
億
円
と
前
月
の
噌
発
前
百
十
二
拙
円
に
次
ぐ
増
加
を
示

し
、
月
末
発
行
尚

一
千
七
百
八
十

一
億
円
に
達
し
た
。
増
発
原
因
を
主
と
し
て
日
本
銀
行
勘
定

日
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l-jtld エμ1究悶 |月年

九

、

物

価

公
定
制
拍
刊
に
幣
拠
し
作
成
せ
ら
れ
た
日
水
銀
行
訓
東
京
卸
売
物
価
指
数
並
に
東
京
小
売
物
価

指
数
は
前
川
に
比
し
科
九
・七
句
法
十
六
・五
%
の
腕
貨
を
示
し
た
。

新
米
の
消
却
高
側
怖
が
大

削
に
引
上
げ
ら
れ
た
附
係
で
小
売
物
悩
指
数
の
勝
此
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
卸
売
小
光
岡

物
削
指
数
の
勝
目
端
共
怖
川
の
脂
従
来
十
七
・間
務
法
一二
十
三
・目
Mm
に
比
す
れ
ば
何
れ
も
舵
wm

と
な
っ
て
い
ゐ
の
は
、
新
々
物
倒
体
系
の
形
成
が
前
月
を
以
て
略
々
光
了
し
た
か
ら
で
あ
る。

次
に
同
じ
く
川
水
制
行
制
球
京
実
際
物
削
指
数
は
前
月
に
比
し
消
世
財

一
・
一一一
%
、
生
-・尚
一財

一
・
七
Mm
の
各
腕
貨
を
示
し
た
。
消
印
財
の
腕
貨
不
が
前
月
の
問

・
八
%
に
比
し
鈍
化
し
た
の

は、

制
、
他
草
等
の
晴
山
川
口
山
説
に
燃
料
の
騰
自
に
も
拘
ら
ず
新
米
出
廻
り
と
遅
配
減
少
に
よ
り

主
食
の
下
落
せ
る
給
果
で
あ
る
。

又
生
産
財
の
勝
賞
率
が
前
月
の
四
・
λ
%
に
比
し
低
下
し
た

-
l
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四
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九七
七九 |月
五 四 l

(単
位

百
万
円
)

九
六八

七八

空白|月

に
依
拠
し
て

分
析
す
る
に
、

財
政
側
係
八
十
億
円
、
民
間
附
係
二
十
五
億
円
と
推
定
せ
ら
れ

る
。
財
政
関
係
の
計
数
が
政
府
資
金
の
対
民
間
撒
布
超
過
制
を
越
え
て
い
る
の
は
、
農
林
中
央

金
庫
の
供
米
代
金
支
払
が
政
府
の
前
渡
金
を
超
過
し
て
い
る
結
果
で
あ
る。

liilE 
七

駐日
司
1

一
九

君、内八
百J

宍て

l三三I~l (単
位

百
万
円
)

邑!と

-o、
皇
一

一七八、一五
八一

の
は
、
耶
業
会
社
の
金
詰
り
が
深
刻
化
し
た
為
め
と
思
わ
れ
る
。

東
京
労
働
斜
地
・
同
制
東
京
都
到
子
工
業
労
務
者
平
均
給
与
月
制
は
引
続
く
生
計
貨
の
腕
貨
を

反
映
し
て
約
二
千
八
宵
刊
と
前
月
に
比
し
十
二

・
一
%
の
腕
此
を
示
し
た
。
尚
か
ね
て
悦
訴
中

の
ふ
れ
通
信
従
来
的
組
合
の
給
与
改
苦
虫
求
に
対
し
十
四
日
中
火
労
働
委
員
会
k
り
訓
仰
楽
が
虫

示
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
給
与
改
普
に
付
い

て
は
明
作
十
一
月
給
与
謀
議
会
に
よ
り
決
定
す

る
こ
と
と
し
、
不
取
敢
十
二
月
起
の
家
計
赤
字
補
棋
と
し
て
千
八
百
円
基
準
の
給
与
こ

・
八
ヶ

月
分
を
支
給
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
行
公
吏
の
給
与
が
民
間
給
与
に
比
し
低
叫
に
あ
る
耶

突
は
否
定
し
斜
ざ
ゐ
所
で
あ
ゐ
が
、
そ
の
補
給
財
政
と
し
て
阪
般
税
に
た
よ
り
利
ず
安
劾
な
川

接
税
に
依
存
す
る
な
ら
ば
、
賃
銀
と
物
怖
の
悪
循
取
は
愈
々
一郎
大
し
、
新
々
物
制
体
系
の
維
持

は
到
底
不
可
能
と
な
ろ
う
。
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和
-
一
十
年
九月

H

一0
0
)

一

一

l 完811
九

年

月

東
京
都
男
子
工
業
労
務
者

一
ヶ
月
平
均
給
与
額
並
に
指
数

(
指
数
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
H

一
O
O〉

E
匹
団
付
何
同
性
同
川
医
巴
い
川
医
性
行
比
四
一

一
一、八四八
一

一三
一
一一、c
z
回一

-一一言
一
-
一、五七六
一

Z
O

L

--
、同八八
一

-一九
一一
ζ

、
七
九
一
一
世
一美一

一

H
一

一

t
H
一

一

一円
一

u
l--刊
一
ト
ド
ト
ー
阿
「
ー
ト
一

(
龍
)
付
先
の
純
資
は
東
京
都
内
常
時
騒
航
人
員
三

O
人
以
上
の
工
場
、
毎
月
五

O
O
l八
O
O
ケ
所
、
人
員
手

。、0
0
0
l
忍

O

、00
0人
・を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

防

本

申夜
中
の
冊以
刷
酬
額
は
定
倒
的
に
支
払
わ
れ
る
現
A
V一
給
与
で
あ
っ
て
賞
H4
4
1
且
臨
時
給
与
並
に
現
物
給
与
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

伺
前
月
分
と
拠
る
欽
字
ゐ
る
は
英
一
後
の
戦
線
に
よ
り
訂
正
せ
る
も
の
で
あ
る
。

十、

事
業
界
の
金
詰
り
と
そ
の
原
因

木
年
下
期
以
降
金
融
は
逼
迫
を
続
け
、
特
に
年
末
を
控
え
て
最
近
そ
の
傾
向
は

一
層
顕
著
と

な
っ
た
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
各
企
業
の
主
張
す
る
所
は
左
の
諸
点
で
あ
る
。

ω
生
産
能
率
の
低
下

公
定
価
格
の
決
定
を
行
う
場
合
一
定
の
生
産
能
率
を
前
提
と
す
る
が
、
最
近
に
於
け
る
生

産
は
電
力
の
消
費
規
盤
強
化
の
影
響
を
受
け
到
底
予
想
通
り
の
能
率
を
挙
げ
得
ず
、
そ
の
結

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

二

年

十

月

小
売
物
価
指
数
は
単
純
算
術
平
均
)

o 二二

亨子|月
九五 i

年

史上L空-
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平
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二

二
O
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一
九
五
一

一
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一三三I~
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十
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月

入、忍九九
・

}宍六()一・一

四

O
二

五

O
四一

月

四
O
八

五

果
人
件
費
、
間
接
貿
の
比
率
を
増
大
せ
し
め
、

を
来
た
し
金
詰
り
を
激
化
し
て
い
る
。

間
賃
飯
原
料
費
の
騰
貴

生
産
能
率
は
新
公
定
側
格
決
定
の
際
予
想
せ
ら
れ
た
数
字
に
達
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

新
公
定
価
絡
決
定
後
予
想
以
上
に
賃
銀
原
料
費
が
昂
騰
し
採
算
削
を
来
た
し
金
詰
り
を
来
た

し
て
い
る
も
の
が
砂
く
な
い
。

間
公
定
価
格
の
引
上

公
定
価
格
の
引
上
が
金
詰
り
を
招
来
し
た
経
路
は
次
の
二
つ
に
分
れ
る
。

第
一

一は
新
物
価
体
系
に
基
く
公
定
価
格
の
引
上
が
先
づ
基
破
的
な
生
産
財
か
ら
行
わ
れ
完

成
財
の
引
上
は
二
ヶ
月
乃
至
三
ヶ
月
も
遅
延
し
た
為
め
原
料
商
製
品
安
を
通
じ
て
資
本
の
回

転
率
を
低
下
せ
L
め
た
。

第
二
は
公
定
価
格
の
引
上
が
比
較
的
早
く
行
わ
れ
た
事
業
の
場
合
で
も
、

原
料
の
購
入
の
時
期
に
比
し
製
品
の
売
却
に
よ
る
収
入
の
附
期
が
二
、

命
詰
h
ソ
が
招
来
さ
れ
た
。

凶
配
給
統
制
の
拙
劣
に
基
く
在
庫
口
聞
の
増
加

新
公
定
価
特
を
以
て
し
で
も
著
し
い
援
算
割

人
件
費
の
支
払

三
ヶ
月
遅
れ
る
為
め

四
七
九



日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

企
業
が
投
機
的
に
資
財
の
買
溜
め
を
行
う
場
合
一
時
的
に
金
融
り
を
来
た
す
こ
と
は
よ
く

見
受
け
る
現
象
で
あ
る
が
、
配
給
切
符
の
発
給
が
種
々
の
理
由
に
よ
り
遅
延
し
在
庫
品
の
増

加
を
通
じ
て
金
詰
り
を
来
た
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

問

販

売
代
金
の
回
収
困
難

販
売
代
金
は
受
取
手
形
乃
至
は
売
掛
金
の
形
に
て
抑
秘
し
直
ち
に
現
金
化
す
る
と
と
が
岡

難
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
買
掛
金
の
操
作
は
漸
次
行
詰
ま
り
令
一
散
り
の

一
原
因
と
な
っ
て
い

る。

(6) 

政
府
支
払
の
遅
延

政
府
の
支
払
は
予
算
配
賦
の
関
係
、
製
品
検
査
の
遅
延
等
に
よ
り
相
当
遅
延
す
る
と
と
が

砂
く
な
い
が
、
之
は
対
政
府
関
係
の
取
引
が
圧
倒
的
に
多
い
会
社
、
政
府
か
ら
価
棉
差
柿
給

金
の
給
付
を
仰
ぐ
会
社
に
と
っ
て
は
最
も
端
的
な
念
結
り
の
原
因
と
な
っ
て
く
る
。

融
資
規
制
の
強
化

若
し
融
資
規
制
が
行
わ
れ
ず
市
中
金
融
機
関
が

自
由
に
信
用
の
創
出
を
行
い
得
る
な
ら

ば
、
少
く
と
も
融
資
を
受
け
た
企
業
を
一
時
的
に
金
借
り
か
ら
解
放
す
る
事
は
凝
を
容
れ
な

い
。
此
の
意
味
に
於
て
各
会
社
共
最
近
に
於
け
る
金
結
り
の
最
大
の
原
因
と
し
て
融
資
規
制

の
強
化
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
一
応
当
然
で
あ
る
う
。

然
し
最
近
の
金
融
通
辿
の
原
因
を
以
上
の
諸
点
に
の
み
見
出
す
の
は
余
り
に
も
現
象
市
に
拠

わ
れ
た
観
察
で
あ
っ
て
、
長
も
基
本
的
な
原
因
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
愈
々
悪
化
し
通
貨
の

期
売
に
も
拘
ら
ず
物
価
腕
貨
の
激
化
を
通
じ
て
眺
買
力
が
不
足
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
事
実
そ

の
も
の
で
あ
り
、
以
上
に
列
挙
し
た
時
限
闘
の
源
を
遡
っ
て
行
く
と
大
体
此
の
点
に
附
請
す

る
。
従
っ
て
金
融
迩
辿
を
緩
和
す
る
目
的
を
以
て
、
日
本
銀
行
が
追
加
信
用
を
供
給
す
る
な
ら

ば
、
物
価
の
勝
賞
率
は
ま
ず

1
1通
貨
の
明
発
都
を
上
廻
り
、
そ
の
結
果
反
っ
て
金
融
沼
辿
は
加

速
度
的
に
激
化
せ
ざ
る
を
将
な
い
。
勿
論
貨
幣
経
済
制
度
の
存
続
を
前
提
と
す
る
限
り
、
其
に

緊
-裂
な
事
業
の
窃
耐
火
に
対
し
て
は
充
分
資
企
を
供
給
す
る
必
要
あ
る
と
と
は
云
う
迄
も
な
い

が
、
右
資
金
は
可
及
的
に
部
和
資
金
の
虫
点
的
配
分
に
よ
る
こ
と
が
妥
当
な
方
途
で
る
り
、
之

が
為
め
日
木
銀
行
の
発
勢
作
用
に
依
ト
仔
す
る
と
と
は
現
直
の
如
く
生
産
力
に
余
剰
な
き
場
合
概

力
之
宮
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
之
は
本
年
三
月
以
降
実
施
さ
れ
て
い
る
融
資
規
制
の
根
本
的
理

由
で
あ
り
、
今
に
荒
っ
て
特
に
之
を
緩
和
す
べ
き
理
山
は
屯
末
も
見
当
ら
な
い
。

(7) 

四
八
O

通
貨
増
発
率
と
物
価
騰
賀
市平
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昭

和

二

年

十

十

月

七回 一

金食概

融極況

二
、
産

五
、
貿

八
、
迎

貨易業

一ご
、
活
力

・
輸
送

六

、

財

政

九
、
物

価

一
、
栂

況

凹
度
会
期
延
長
を
見
た
第
一
四
国
会
は
十
二
月
九
日
を
以
て
二
百
四
日
に
亙
あ
会
則
を
終
了

し
た
が
、
そ
の
閉
会
間
際
に
至
っ
て
臨
時
石
炭
鉱
業
管
理
法
政
に
過
度
の
経
済
力
集
中
排
除
法

を
成
立
せ
し
め
た
。

然
し
臨
時
石
炭
鉱
業
菅
理
法
案
の
審
議
に
当
つ
て
は
朝
野
各
政
党
何
れ
も


